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	応用
	抗原情報
	背景
	α2アドレナリン受容体は、Gタンパク質共役受容体スーパーファミリーに属します。α2A、α2B、α2Cという3つの相同性の高いサブタイプが含まれます。これらの受容体は、交感神経および中枢神経系のアドレナリンニューロンからの神経伝達物質放出の調節において重要な役割を果たします。マウスを用いた研究では、心臓の交感神経および中枢ノルアドレナリンニューロンからの伝達物質放出の正常なシナプス前制御には、α2Aサブタイプとα2Cサブタイプの両方が必要であることが明らかになりました。α2Aサブタイプは高刺激周波数における伝達物質放出を抑制し、α2Cサブタイプは低レベルの神経活動における神経伝達を調節しました。この遺伝子はα2Aサブタイプをコードしており、コード配列にも非翻訳配列にもイントロンは含まれていません。 [RefSeq提供、2008年7月],機能：α2アドレナリン受容体は、Gタンパク質を介してカテコールアミン誘導性のアデニル酸シクラーゼ阻害を媒介する。この受容体の作動薬の効力順位は、オキシメタゾリン > クロニジン > エピネフリン > ノルエピネフリン > フェニレフリン > ドーパミン > p-シネフリン > p-チラミン > セロトニン = p-オクトパミンである。拮抗薬の効力順位は、ヨヒンビン > フェントラミン = ミアンセリン > クロルプロマジン = スピペロン = プラゾシン > プロパノロール > アルプレノロール = ピンドロールである。,類似性：Gタンパク質共役受容体1ファミリーに属する。,
	研究分野
	神経活性リガンド-受容体相互作用;
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	ADRA2A抗体を用いたLOVO細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	AR-α2Aポリクローナル抗体を用いたJK細胞のウェスタンブロット解析

